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インターネット業界で活躍する“人”をご紹介します
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第6回 音楽配信への道～CDからストリーミングへ～

インターネットを知ったのは、一般ユーザーとしてです。小学生の頃、親が
iMacでメールをしているのを見て、仕事に使う道具だとずっと思っていま
した。しかし、中学生の頃に、インターネット上でクラスの友達とチャットを
したり、ホームページを作ったりして、大人以外でも使えるものなんだなと
知りました。自分はエンジニアではないので技術的なことは難しいのです
が、インターネット業界には技術に詳しい人が多く、すごいなと思います。

内藤さんがインターネットに興味を持ったきっかけ

自分はドメスティックな人間で、大学進学で東京に出てくるまでは、出身地
の岡山で過ごしてきました。父親が、仕事の関係で時々海外に出張してい
て、国際的な舞台で働くのが格好いいなとぼんやり思っていました。大学で
国際政治を専攻し、国際関係は、主権国家どうしの一対一の関係性だけで
は決まらないことを知りました。例えば、一国の強力なリーダーの存在、国
内の政党政治、地域間の勢力関係など、さまざまな要素が絡み合い、国内
外で利害関係の調整が行われ、国際関係が決まることを学びました。これ
が、国で働くことを志すきっかけになったと思います。特に、グローバル化
が進む現代で、国境を越えた取り引きやサービスの提供、国際的な公共財
の共有などがあった時に、どうやって公平に分配するのかといった課題に
関心があり、大学院に進んで研究テーマにしました。その中で、国際的な資
源である IPアドレス等に関して、企業やエンジニアといった関係者が中心
となってルールメイキングを行っているインターネットガバナンスの分野を
知り、先進的で面白いと思いました。研究しているうちに、プレイヤーとして
参画したい気持ちが高まり、国家公務員を目指すようになりました。民間企
業に就職して、ルールメイキングに携わる選択肢とも悩みましたが、国の方
が条約などの多くのツールがあると考えました。

大学での専攻や、
国家公務員を志すようになった経緯について

最後にインターネットに対する
愛情のこもったメッセージをお願いします！

国家公務員の仕事とやりがいについて
総務省に着任し、最初は国際戦略局多国間経済室に配属され、TPP（環太
平洋パートナーシップ協定）やRCEP（東アジア地域包括的経済連携）に代
表される、多国間交渉に 2年間携わっていました。異動先となったデータ通
信課では、いつか携わりたいと願っていたインターネットガバナンスに関す
る業務に配属されました。今の部署に来て、私は ICANNの担当として
GACに出席して、自分たちの考えを述べる役割を担っています。その他に
IGF（ Inter net Gover nance For um）と ITU（ Inter nat ional 
Telecommunication Union; 国際電気通信連合）にも参加しました。ど
の国際会議でも、業務の核となるのは、日本にとって望ましい政策をいか
に国際的なルールに反映させていくか、戦略を練り、実行することです。特
にインターネットガバナンスの分野は難しいです。前の部署では、交渉相手

一番気になっているのは、ICANN 64神戸会議です。19年ぶりの日本開催
で盛り上がることを期待しています。前回のバルセロナ会議に出席してる
時、他国のGAC代表から「次の神戸会議のローカルホストは、マルチステー
クホルダーでやるんだよね」と声をかけられました。他の国の方からも、期
待が寄せられています。準備は大変ですが、神戸会議がマルチステークホ
ルダーでローカルホストを務めた成功事例になればいいなと思います。

音楽再生への道

2019年3月現在、音楽を楽しむには定額制の音楽配信
サービスを利用するのがお手軽です。月額1,000円程度
で、インターネットを通じたストリーミング再生がほぼ無
制限に利用できます。こうした状況に落ち着くまでには
紆余曲折がありましたし、また未来永劫このスタイルが
続くことも無いでしょう。未来を予測するのは難しいで
すが、ここに至るまでの過去を振り返ってみます。

単純に音を出すだけなら、1980年代のパソコンでも可能
でした。ゲームなど、ソフトウェアだけで短い単語を喋ら
せた例もあります。しかしデジタルでの録音再生となると

当時のパソコンには荷が重く、1990年代前半にようやく一般化します。とは
いえ、1990年代前半はまだハードウェアも乱立し、アプリケーションが自前
でハードウェアごとに対応するという状況でした。

広く普及するOSが標準で録音再生をサポートするのは、奇しくも同じ1990
年代前半のMacintoshやWindowsからです。もっともこの頃は両者とも
にマイナーな存在でした。また標準化されたとはいえ、当時PCで音楽を再生
する場合には、音楽用CDを直接再生することが一般的でした。この時代、
パソコンで扱える音楽データは1分あたり10MBほどのデータ容量があり、
当時のPC用記憶デバイスに収めるには大きすぎたからです。

「インターネット歴史年表」
も見てね!!

https://www.nic.ad.jp/timeline/

圧縮フォーマットとブロードバンド

購入した、もしくはレンタルしたCDからデータ
を作成する、という方法が一般的でした。

次に音楽用圧縮フォーマットの普及とほぼ時を
同じくして、常時接続で高速なインターネット接続
サービスも始まります。当初は1.5Mbps程度の
ADSL※でしたが、よほど長くない限り1曲の
データが数分でダウンロードできます。こうなる
と、インターネット経由で音楽データをやりとり
することも可能になります。

こうした状況が変化したのは、2000年前後です。まずMP3に代表される
音楽用の圧縮フォーマットが普及し始めたこと。これらのフォーマットは
許容可能な音質の劣化と引き替えに、データ容量をほぼ1/10のサイズに
できました。それ以前にもデータを圧縮する方法はあったのですが、音質と
データ容量のバランスの点で音楽向きとは言いがたいものでした。

2000年代には記憶デバイス容量も大きくなり続け、1分あたり1MB程度
で十分音楽再生を楽しめるなら、数百分相当のデータを保存することも
現実的になりました。音楽用CDではなく、PCに保存したデータを聞くと
いうスタイルが普及し始めたのです。こうしたデータに対応したポータブル
プレーヤーも登場し、2001年10月には代名詞的存在とも言えるiPodが
発売されています。とは言え、この頃はまだ音楽流通の主役はCDです。

インターネット関連で気になっている話題について

JPNIC

日本の情報通信政策を担っている総務省で、ICANNのGAC（政府諮問委員会）に関する活動に携わっている内藤
めいさんにお話を伺いました。日々お忙しい中、気分転換には友達との食事や映画鑑賞をされるそうですが、中学生
の頃からやっていたバスケットボールを再開したいと、余暇の充実にも意欲がおありです。そんな内藤さんに、国家
公務員をめざした理由など、語っていただきました。

ダウンロード販売からストリーミング再生へ

こうした背景を元に、2000年前後には音楽販売会社によるダウンロード販売
が始まりました。が、販売会社ごとに自社レーベルの音楽を販売するのみで、
価格や使い勝手、楽曲数などの問題でなかなか普及しませんでした。これを一
気に普及させたのが、米国では2003年、日本では2005年に始まった
iTunes Music Storeです。iTunes Music Storeは複数レーベルを網羅し
ており、ユーザーにしてみれば、いつも使っているソフトウェアで、どのレーベ
ルでも簡単かつ安価に好きな曲だけを購入できる、というのが魅力的でした。

また日本では、高機能化した携帯電話に対するダウンロード販売が一般に普
及しました。いわゆる着うた、着うたフルです。2002年にサービスが始まりま
したが、手持ちの携帯電話だけでダウンロード、再生、支払いが完結するので、
PCを持たないユーザーにも使えるのが魅力でした。スマートフォンの普及に
より従来型携帯電話のシェアが低下したため、残念ながら2016年12月に
サービスを終了しています。

世界的に見るとストリーミング配信で最初に商業的な成功を収めたと目され
るのはSpotify Technology社で、2008年にSpotifyという名前のサービス
をスタートしました。無料会員は広告の入るストリーミング再生のみ、有料会員

だと広告無しでダウンロードも可能。料金は月額定額制で聴き放題というサー
ビスです。Spotifyが存在感を増してきたのは2013年頃で、その成功に刺激
されてか、日本国内では2015年にAWA、LINEMUSIC、Apple Music、
Google Play Music、Amazon Prime Musicなどが立て続けにサービス
を開始しました。

ストリーミング再生はネットワークが必須となるものの、いつでも最新のデー
タを入手可能です。さらに各サービスは単なる再生だけではなく、プロにより
厳選されたプレイリストや、いわゆるインターネットラジオ、さらにはおすすめ
の曲を提示するといった機能も用意しています。ダウンロード販売で10曲も
購入すれば、ストリーミングサービス1ヶ月の料金以上に相当することもあり、
毎日新しい曲を聴くのなら極めてリーズナブルです。どんどん新しい曲を聴き
たいというユーザーを中心に支持を集め、それが急成長に繋がりました。

AAC ATRAC FLAC WMA

MP3

※ ADSL https://www.nic.ad.jp/ja/tech/
　　　　　glos-ah.html#01-adsl

次回は、動画再生を取り上げる予定です

国内の事情を調査しながら、日本の競争力の向上に繋げるべく、日本の国
内法の範囲内で約束できる対処方針を決め、協定や条約にまとめていくこ
とで形になっていました。しかし、マルチステークホルダーである ICANN
や IGFの場では、コミュニティがどう考えているのか、密に情報共有を行っ
た上で「日本として」どう貢献するのか、視点を広げる必要がありました。情
報共有の一環として、IGCJ（日本インターネットガバナンス会議）にも出席
しています。IGCJでは、議論すべきテーマが多岐にわたることが面白いと
感じます。その他の業務では、ネットワークの中立性に関する研究会を担
当しています。研究会では、ネットワーク事業者、プラットフォーマーやコン
テンツ事業者が、いかに協調して、今後も利用者にサービスを届けられる
か、有識者の先生方に議論をしていただいているところです。

省庁の仕事では 2～3年くらいで異動になるのが標準的です。法律ができ
るまでを例にすると、同じ業務でも2～4人と担当者が変わることもよくあ
ります。法律案の中身の検討が始まってから、最終的に法律が施行される
まで、同じ担当者が一つの仕事をすることは、ほとんど無いかと思います。
異動先では、前任者の残した資料などがあるので参考になりますが、引き
継ぎ期間が短いのは大変です。自分の次の異動先のことを考えると、総務
省の中だけでも地方自治分野、行政管理分野など様々な業務があるので、
まったく新しいことにチャレンジするのも楽しそうだなと思いますね。公務
員になった根底に、日本を良くしたい、社会を良くしたいという気持ちがあ
ります。日々の業務に忙殺されがちですが、今やっている仕事が、何を生み
出し、どう社会を良くするのか、忘れないようにしたいと思っています。

総務省 総合通信基盤局 データ通信課　内藤 めい

ICANN 63バルセロナ会議
におけるGAC会場の様子

2016年4月に総務省入省。国際戦略局多国間経済室を経て、2018年4月より現職。現在はデータ通信課の一員
として、インターネットガバナンスに係る国際業務やドメイン名電気通信役務に関する業務等に従事している。

インターネットはイノベーションが起きる場、いろんな人が自由に意見を表
明できる場、そういった可能性を持つものだと思っています。自分もユーザー
としてたくさん恩恵を受けています。一方、個人情報の流出といった問題も起
きているので、自由なインターネットをどこまで保護というか守っていくか、
そのバランスが難しいとも感じます。いろいろな人がインターネットの恩恵
を受けられるように、それに寄与できるように頑張っていきたいです。

鷹と記念撮影
（ITUのUAEレセプションにて）

トムクルーズの真似をして
チェコで走る内藤さん

初の海外出張は、スイス・ジュネーブに
本部があるWTOでした
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